
■風向風速演算 
SATシリーズは、立体的に交差するA、B、C3軸の成分風 
速VA、VB、VCより座標変換にて直交座標成分風速（Vx、 
Vy、Vz）を求め、さらにベクトル合成演算（4）、（5）式にて 
水平風速（U）、水平風向（θ）を求めます。 

■温度演算 
超音波による気温（音仮温度Tsv）の測定は、空気中の音速 
が温度によって変化することを利用して、（6）式にて求めます。 

■成分風速演算 
超音波超音波の送受波器送受波器（ヘッド）を図のように距離Lをおいて対向対向 
させ、 互いに逆向逆向きに超音波超音波パルスを伝播させた場合場合、 風速V 
の超音波伝播方向超音波伝播方向成分成分VAと同一方同一方向の伝播時間伝播時間 t１と逆方逆方 
向の伝播時間伝播時間t2との関係関係は（1）、（2）式となります。この二つの 
式よりVAを求めると（3）式となり、 音速音速Cの影響影響（Cは温度温度、 湿 
度により変化変化する） を受けずにVAを測定測定することができます。 

■成分風速演算 
超音波の送受波器（ヘッド）を図のように距離Lをおいて対向 
させ、 互いに逆向きに超音波パルスを伝播させた場合、 風速V 
の超音波伝播方向成分VAと同一方向の伝播時間t１と逆方 
向の伝播時間t2との関係は（1）、（2）式となります。この二つの 
式よりVAを求めると（3）式となり、 音速Cの影響（Cは温度、 湿 
度により変化する） を受けずにVAを測定することができます。 
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Tsv：音仮温度 
  T ：気温 
  e  ：水蒸気圧 
  p  ：気圧 
 A ：20.067 
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